
























































































































  

旧大栄町と旧北条町の合併により誕生した北栄町

は、旧町ごとに異なる地域特性を有しています。 

大栄地域では、日常サービスを担う都市機能や本町

の特徴でもある観光施設がまとまって立地し、鉄道と

バス等の結節点となる由良駅周辺は本町の中核的な役

割を果たしています。 

一方、北条地域では、北条支所周辺に行政サービス

が立地するものの、その他の都市機能は隣接市町との

関係性が深くなっています。 

こうした異なる地域特性を有する本町では、今後も

人口減少・少子高齢化が進行すると予測され、交通弱

者を中心に、買い物、医療、教育など日常サービスの

利便性が低下することが危惧されます。 

また、財政悪化による社会インフラや行政サービス

の質の低下、産業や地域コミュニティ、文化等の担い

手不足による活力の低下など、様々な問題も危惧され

ます。 

さらに、近年、頻発・激甚化する自然災害への対応

として、災害リスクを踏まえたまちづくりの重要性が

高まっています。 

こうした状況を踏まえ、大栄地域及び北条地域それ

ぞれの地域特性に応じた都市構造の構築を図り、人口

減少・少子高齢化が進行する中においても、人々の暮

らしの質を維持し、安全かつ快適に生活し続けられる

まちづくりを推進します。【大栄・北条の２色が融合

し、町全体のまちづくりとして昇華を目指します】 

以上のことから、本町のまちづくりの基本理念を次

の通り設定します。 

 

異なる地域特性を活かしつつ 

安全・快適で持続可能なまちづくり 

分類 問題等・課題 

人
口
・ 

世
帯 

現状→ 

問題等 

町）人口が減少し、令和 27 年には約 1万人と令和 2 年（14,228 人）より 29.5％（4,200 人）減少、高齢化率は令和 27年に 44.6％ 

大）県道羽合東伯線沿線に人口は分布、由良駅南など一部団地を除いて、低密度な人口密度（3.5 人/ha） 

北）緑ヶ丘団地など隣接市町との町境周辺に一部高密度な人口が分布するものの、全体としては低密度な人口密度（4.2 人/ha） 

 →都市機能や公共サービス、地域産業、コミュニティの維持が危惧されます。 

課題 
≫人口減少や少子高齢化に対応し、近隣市町との役割分担を考慮しつつ、沿線集約型のコンパクトな居住、生活及び交通の利便性が高い駅周辺での

人口密度の維持・向上など、持続可能で暮らしやすいまちづくりが重要です。 

公
共
交
通 

現状→ 

問題等 

町）令和 2年における公共交通の徒歩圏人口は約 8割であるが、徒歩圏人口密度は低い（5.35 人/ha） 

大）由良駅の利用者数が減少傾向 

北）下北条駅の利用者数は一定であるが、由良駅（R5：353 人）に比べると 20％弱（R5：63 人） 

 →公共交通のサービス水準の低下（路線や運行本数の減少など）が危惧されます。 

 →生活利便施設の多くを近隣市町に依存するため、公共交通が日常生活のセーフティネットとなります。 

 →加えて、公共交通のサービス水準低下は、観光への影響も大いに懸念されます。 

課題 ≫生活及び交通利便の観点より、駅周辺での生活利便向上やバス路線沿線への居住促進など、公共交通と連動したまちづくりが重要です。 

都
市
機
能 

現状→ 

問題等 

町）町内に存する都市機能は少なく、大栄地域と北条地域の生活圏が異なる 

大）食品スーパー等が由良駅周辺に 1 店舗立地、診療所はあるものの病院はない。由良駅周辺の交流人口が多い 

北）食品スーパー等の立地がなく、診療所はあるものの病院もない。行政サービス以外の都市機能の集積度が低い 

 →都市機能の衰退が危惧されます。 

 →観光客による利用が都市機能の衰退を抑制することも期待されます。 

課題 ⇒近隣市町と連携しつつ、異なる生活圏や観光利用に配慮した拠点の配置など、効率的かつ利便性の高いまちづくりが重要です。 

土
地
利
用 

現状→ 

問題等 

町）県道羽合東伯線沿線を中心に都市的土地利用が広がり、インフラ整備が進む 

大）東西の生活軸と南北の観光軸が融合する由良駅周辺では市街地の面的な広がり 

北）山陰自動車道（北条道路）や北条湯原道路（国道 313 号バイパス）の整備に伴い、周辺土地利用が変化 

 →非効率なインフラ整備や維持が危惧されます。 

 →将来展望を見据えた計画的な土地利用が求められます。 

課題 
⇒人口密度低下や高規格道路の整備に伴う土地利用の変化を想定し、都市計画など土地利用制度の適正運用や立地適正化計画の策定など、計画的な

土地利用の推進が重要です。 

防
災 

現状→ 

問題等 

町）自然災害の激甚化・頻発化 

 →甚大な被害の発生が懸念されます。 

課題 ⇒災害リスクの高い区域での居住抑制や避難計画との連動など、安全・安心なまちづくりが重要です。 

財
政 

現状→ 

問題等 

町）歳出額は減少傾向、民生費割合が増加、公共施設の更新費用も増加を予測 

 →厳しい財政状況が危惧されます。 

課題 
⇒限られたリソースの中で十分な町政運営を行うため、コンパクト・プラス・ネットワークへの都市構造の転換、既存ストック等の有効活用、近隣市

町との連携など、行政サービスの効率化や広域連携の強化が重要です。 

第 2 次北栄町まちづくりビジョン 北栄町まち・ひと・しごと創生総合戦略 北条、大栄区域マスタープラン 

【将来像】 

人と自然が共生し、確かな豊かさを実感するまち 

【将来ビジョン】 

（１）地域資源の更なる活用による地域経済の好循環 

（２）持続可能かつ快適・安全に暮らせ、地球環境に

貢献するまち 

（３）地域の中で生涯を通してやりがい・いきがいを

持ちながら過ごせるまち 

（４）誰一人取り残さず、地域への理解を育む子育て・

教育環境 

（５）北栄町ならではの魅力の国内外へのより深い浸

透 

【人口ビジョン】 

■将来人口目標 

・2040 年の北栄町の人口：11,200 人（社人研推計より

約 450 人増） 

■将来人口目標の前提条件 

・2040 年までに、20～40 歳代の純移動率を 3％以上ア

ップさせ、その後もその状態を維持する。 

・合計特殊出生率を、国が人口置換水準とする「2.07」

に 2040 年までに段階的に上げ、その後、維持する。 

【総合戦略】 

■「稼ぐ力」の強化と地域経済循環の活性化 

■住みたくなる・住み続けたくなるまちづくり 

【都市づくりの基本方針】 

■北条都市計画区域 

・計画的な土地利用の形成       ・主要交通体系の確立 

・住環境整備の推進          ・緑豊かな自然環境の保全・活用 

・安全・安心なまちづくり 

■大栄都市計画区域 

・心豊かな人と文化をはぐくむまちづくり 

・健やかで心の通うあたたかいまちづくり 

・快適でうるおいのある美しいまちづくり 

・活力と創意にみちた産業をもつまちづくり 

・未来に続く明るく豊かなふるさとづくり 

・みんなで進める明日のまちづくり 

ま
ち
が
抱
え
る
問
題
等
・
課
題 

上
位
・
関
連
計
画
に
よ
る
方
向
性 

まちづくりの 3つの目標 

まちづくりの基本理念 

◇人口密度について 

・一般的に市街地の最低とする目安は 40 人/ha

（都市計画運用指針） 

・コンビニ：商圏距離 500ｍ、商圏人口 3,000 人

→換算すると約 40人/ha（立適資料） 



 

都市機能誘導区域の考え方 

・都市機能施設の適正配置には、現状の都市機能施設の立地状況を活かすことが前提とな

るため、都市機能施設の集積度を区域設定の要件とする。 

・高齢化の進展を踏まえると、公共交通によるアクセス利便が欠かせない。また、本町は

隣接市町との関係性が深いことから、公共交通の利便性を区域設定の要件とする。 

・大栄地域の地域特性として、観光が強みとなっており、町民の生活利便を確保するため

には、交流人口も含めたまちづくりを展開することが欠かせないため、生活利便にも寄

与する観光拠点等を含む区域を区域設定の要件とする。 

・北条地域は、北条支所周辺を中心にまちが形成されてきたこと、道路整備に伴う土地需

要などから、北条支所周辺・北条ＩＣ周辺を区域設定の要件とする。 

【設定要件】 

・都市機能施設の集積度      ・公共交通の利便性 

・その他地域特性（大栄地域の観光拠点等、北条支所周辺・北条ＩＣ周辺） 

 

居住誘導区域の考え方 

・既存インフラを有効活用する観点より、既にコンパクトに形成された県道羽合東伯線沿

線の既存市街地に居住を誘導することが重要であり、人口の分布状況を区域設定の要件

とする。 

・高齢化の進展を踏まえると、公共交通によるアクセス利便が欠かせない。また、本町は

隣接市町との関係性が深いことから、公共交通の利便性を区域設定の要件とする。 

・都市機能施設の維持・向上を図るためには、施設圏域に人口を集約する必要があるため、

都市機能誘導区域を区域設定の要件とする。 

・災害リスクや法規制等により、居住の誘導が望ましくない地域を誘導区域から除外する。

【設定要件】 

・人口の分布状況          ・公共交通の利便性 

・都市機能誘導区域         ・災害リスク・法規制 

まちづくりの 3つの目標 

目標①：町内外に発信する魅力あるまちづくり （視点：大栄地域の拠点） 

大栄地域では、由良駅を中心として本町の中核的な役割を維持していくため、都市機能施設と居住の適正

配置により拠点性の維持・向上を図るとともに、交通利便性の維持・向上を図ることで、町全体の活力向上

に寄与するまちづくりを目指します。 

また、本町を代表する魅力ある観光資源や住民の生活機能の一部を担う観光施設についても一体と捉えた

まちづくりを進めることで、生活利便や地域活力を維持し、住民ならびに来訪者にとっても魅力あるまちづ

くりを目指します。 

目標②：連携と役割分担による住み心地のよいまちづくり （視点：北条地域の拠点） 

北条地域では、北条支所周辺に行政サービスが集積することに加え、日常サービスは隣接市町との関係が

深いことも踏まえ、下北条駅から北条支所にかけての拠点だけでなく、町境に近く一定の人口密度を有する

江北地区の利便性向上も図り、住み慣れた地域の快適さが確保されたまちづくりを目指します。 

目標③：沿線集約によるコンパクトで安心な市街地の維持 （視点：居住） 

持続可能な地域形成に向けて、県道羽合東伯線沿線の既存市街地において、低未利用地や空き家等の活用

により居住を誘導し、人口密度及び地域コミュニティの維持を図ります。 

また、沿線集約など秩序ある土地利用により、地域固有の自然環境や営農環境の保全を図り、都市的土地

利用と自然的土地利用が調和した、地域のアイデンティティが醸成されたまちづくりを目指します。 

さらに、住民の安全で安心な生活を確保するため、災害リスクを踏まえ、比較的安全な地域への居住誘導

を図ります。その上で居住地域に残存する災害リスクについては、ハザードマップの周知啓発等、地域防災

力の向上を図るとともに、都市施設の老朽化対策・耐震化等、災害に強い都市基盤の整備を進めるなど、ハ

ード・ソフトの両面から総合的に取り組み、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指します。 

まちづくりの基本理念 

誘
導
区
域
の
考
え
方 


